
諌鴫亭

⊥

大
晦
上
中
西
成
区
萩
、
ス
薯
厚
手
昏
五
誌
望
三
号

解
放
会
館
（
⊥
パ
三
千
四
二
七
三

原
生
霞
∴
址
／

大
山
西
主
十
重
ボ
区
拭
え
擦
尽
二
丁
邑
噴
蕃
言
百

、
報
告
穴
城
府
事
塙
暫
e
膏
署
長

、
四
五
廿
々
へ
土
へ

中
道
路
便
寵
許
可
条
件
取
消
請
求
書
1
件

霊
師
表
の
忠
告

一
、
穴
隙
、
腐
面
恭
啓
e
索
署
長
、
蔓
草
久
夫
か
蛇
知
豆
と
年

八
目
二
九
日
ヒ
、
勘
純
一
の
道
蕗
使
用
、
許
可
申
請
に
対
し
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て
な
し
た
条
作
付
膏
可
興
が
の
一
菅
へ
即
納
。
二
の
大
阪

府
西
成
督
き
寮
署
持
合
第
一
号
の
三
の
た
だ
し
書
き
却

金
）
を
取
只
者
∴
∵
∴
」
”

二
、
諒
、
訟
賞
牌
は
祓
、
告
の
名
只
垣
と
」
弓
意
。

と
の
休
刊
求
を
山
求
め
う
。

請
京
の
稜
由

井
「
高
邁
挺
偵
輔
、
話
す
申
請
に
、
肘
．
す
う
各
停
付
許
可
処
分

〕
一
即
し
詑
暫
。
、
零
署
長
、
要
事
－
久
末
は
鉾
紅
玉
上
屋
T
ハ
伺

二
九
日
、
別
約
一
の
道
離
偵
稲
山
許
可
由
丁
請
に
対
し
て

別
約
二
の
条
件
付
許
可
壌
分
を
な
し
を
。

カ
ニ
、
条
件
付
蕾
律
令
の
一
詐
（
即
約
言
甲
の
大
阪
府
西
成

格
亨
薯
罵
指
令
常
吉
で
の
第
－
ニ
填
た
F
L
富
ま
部
分
）

卜
、
翰

一

　

　

一



え

宮上、

仁
対
す
∋
取
消
し

の
裳
両
者
は
適
皐
で
病
室

二
道
蕗
健
稽
許
可
申
請
は
道
路
交
通

晃
の
、
定
め
と
よ
T

西
成
督
e
索
署
長
に
投
出
さ
れ
た
も
の
で
討
つ
、
清
へ
孫

使
岡
自
前
は

藷
通
余
輔
車
を
偵
輸
し
て
の
街
一
瓶

喜
一
伝
で
あ
る
。

二
、
街
頭
喜
一
伝
の
内
、
窓
は
、
邁
去
十
数
年
筒
、
〝
重
い
り
ん

帯
働
公
只
醇
業
安
定
所
〝

に
も
〓
て
早
履
常
働
・
者

を
対
象
に
偵
れ
沼
て
き
た
〝
寵
常
申
告
書
〟
か
ハ
膚

三
言
隼
、
停
止
さ
れ
る
こ
と
に
対
し
て
の
反
対
署
名

の
多
紀
を
呼
び
か
け
多
こ
と
で
布
否
。

ー
ー
「
二
の
呼
び
か
け
は
、
時
期
鴇
l
こ
舛
て
繁
急
か
つ
不
可

欠
の
も
の
で
あ
り
、
否
応
遼
－
8
薯
暗
幕
長
の
い
う
！
訴
言
言
リ



ん
斑
匡
〝
内
で
午
後
六
時
か
、
う
八
時
ま
で
街
頭
や
一

伝
か
で
き
在
日
こ
と
は
、
反
対
署
名
運
動
の
み
な
ち

ず
∵
寵
曽
申
告
書
日
々
舌
偵
励
せ
ど
う
さ
え
た
＝

多
く
の
…
河
働
老
U
に

薯
と
‥
塙
へ
圭
瞳
を
も
だ
ら
才
1

｝
t
q
で
掬
う
．

四
、
6
、
履
労
働
考
の
洗
骨
形
能
生
へ
早
朝
五
時
∵
一
ハ
車
か
ら

の
就
労
、
年
後
、
一
ハ
鴨
か
ら
亡
事
項
ト
ヤ
・
竹
筒
局
宿
泊
所

に
帰
る
）
と
、
怒
号
密
の
い
う
と
、

）
ラ
爪
∵
∴
弔
い
り
ん
埋
草

に
お
け
5
日
）
履
労
働
者
の
溶
集
厚
さ
を
J
え
否
と
、

目
撃
比
内
に
あ
け
う
午
後
六
時
か
ら
八
時
ま
で
の

不
許
可
は
、
街
頭
、
雪
伝
に
よ
う
効
果
の
六
壮
丁
を

仁
保
∵
m
せ
し
め
る
も
の
で
乙
瑠
う
。

0イケヨ一
一
ソ⊃

田
圃

）



互
、
以
上
の
襲
由
仁
よ
り
、
行
敏
幸
l
作
、
訴
訟
法
魯
ハ
急
用
に

亡
と
サ
＼
．
て
取
端
し
か
＼
講
、
市
庁
十
、
高
士
に
羊
二
男
で

そ
の
適
法
で
有
る
こ
と
は
衆
目
え
な
い
と
二
言
で
あ
る
。

計
三
、
原
告
の
利
益

府
営
の
細
益
は
、
牙
一
望
鉾
的
仁
は
道
路
仮
面
、
許
可
申
請
の
期
間

由
丁
講
で
、
つ
り
の
条
件
で
街
頭
も
一
伝
受
た
し
、
竃
－
急
追
動
の

ー
官
を
布
け
る
こ
と
で
あ
る
が
、
芝
山
黒
㌃
げ
に
管
ま
う
た
け
で

布
く
就
労
申
告
書
が
、
廃
止
さ
新
た
場
合
、
き
れ
た
と
も
な
、
？

戎
嘆
の
、
蘭
書
が
常
働
考
に
及
ぶ
の
か
十
月
以
略
－
の
こ
と
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
五
官
下
旬
か
、
う
十
膚
、
初
句
－
こ
か
什
上
し
首
、
街

頭
を
信
幸
も
＼
左
、
つ
こ
と
が
撃
夢
と
存
否
こ
と
が
手
工
増
す
加

現
時
点
で
の
各
停
付
託
寸
知
命
l
＝
上
り
将
来
に
や
た
っ
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て
モ
不
在
益
左
こ
う
も
う
こ
と
は
種
束
で
審
）
、
今
㊦
の

追
探
偵
田
寺
可
申
請
の
期
間
後
に
お
口
で
も
、
な
み
、

欠
か
の
取
消
C
に
よ
っ
て
回
復
す
べ
き
争
益
毛
看
・
ヰ
つ
る

竜
の
ず
し
り
否
。

升
四
、
時
間
、
地
区
の
帥
撥
は
珪
法
で
あ
る

遥
路
傍
硝
話
す
、
証
に
付
さ
れ
た
〝
穴
隙
＼
府
聖
書
学
索
署

揺
令
牙
一
着
；
（
原
告
生
曲
馬
署
長
よ
り
〝
露
命
〝
ざ
話
5
立

場
に
は
虐
＝
も
の
で
あ
り
、
膏
空
曹
〇
、
零
雷
名
作
付
話
す
才
一

号
の
藷
、
詩
人
と
異
め
れ
る
）
の
坤
鮮
」
却
不
詳
古
越
由
り
盲

見
ろ
に
、
と
の
瑳
由
た
る
や
雪
雇
皆
倒
し
省
に
九
十
つ
る
暫
〇
、
需

の
妄
想
的
警
戒
八
以
外
の
危
－
こ
き
の
左
も
敦
即
し
て
〓
在
日

も
の
で
あ
り
、
一
、
部
不
＼
許
可
と
な
ま
l
・
適
葦
な
理
由
と
は

田
圃



／

在
、
う
な
‖
も
の
で
、
有
る
。

労
働
者
の
由
益
を
、
守
る
た
め
の
読
覇
申
告
書
、
廃
止
反
対

浮
名
の
呼
か
か
け
が
〝
午
後
六
時
以
吟
、
不
詳
可
逆
髭
に

あ
＝
）
て
央
碓
さ
函
た
場
合
ケ
、
，
多
教
の
魚
礁
序
な
皆
働
局

蜜
守
の
＝
佳
未
、
追
随
〟
を
招
く
と
さ
塙
て
＝
5
〝
当
該
瑠
域

の
特
孫
座
り
と
は
佃
か
。

ま
た
、
よ
し
ん
ば
宣
伝
発
動
に
よ
っ
て
ー
多
少
の
常
働
上
着
か

歩
道
上
に
集
ま
り
反
対
署
名
の
呼
び
か
中
上
鷲
へ
庫
の

立
異
を
有
う
め
し
た
と
し
て
も
、
そ
の
よ
う
な
、
憲
夫
毛
持
っ
た

討
偽
者
は
；
毎
摸
序
な
労
働
者
有
と
は
＝
い
え
庶
＝
七
の

で
お
り
、
堂
主
管
の
吉
、
つ
ご
と
く
不
蛙
も
働
く
賃
を
モ
つ

き
の
こ
局
在
十
、
叶
う
の
で
は
な
乞
、
公
序
た
る
賃
を
持
つ



、
社
会
的
に
石
英
差
翁
存
在
在
と
見
原
さ
痢
な
け
れ
ば
危
う

今
回
の
街
頭
宣
伝
蛙
動
I
キ
討
働
組
合
法
で
、
譲
柄
、
う
串
た

労
働
純
金
が
、
暑
御
者
の
孫
争
擁
議
の
た
め
た
な
す
も
の
で

有
り
、
十
＼
う
に
言
え
ば
∴
社
会
の
下
層
に
あ
か
画
で
中
る
日
雇

耕
偽
者
の
最
稀
商
権
勿
怪
謡
狩
欝
討
喜
市
ら
存
社
会

一
小
、
官
精
粗
を
な
く
そ
う
こ
す
る
も
り
で
、
公
益
に
合
致
す
I

ろ
こ
も
の
で
前
言
。

上
ゝ
討
た
よ
り
消
し
鴇
哀
－
迎
珪
第
七
七
桑
第
二
項
の
三
－
こ
館
…

十
フ
I
±
7
こ
も
言
許
可
各
停
舌
」
，
付
さ
右
目
ま
ま
、
茸
す
さ
塙
た
け

招
ば
存
、
う
な
〓
こ
と
は
翰
白
で
有
言
。

計
量
、
一
部
不
＼
詳
言
甲
奴
公
〃
の
元
高
宣
言

0イケ∋クコ

、
メ
イ

田
岡
蝉



中
－
雲
の
所
属
す
う
釜
ケ
鴫
9
－
履
労
働
組
合
は
、
本
年
五
月

に
も
、
I
て
圭
一
蛙
戌
啓
子
漂
署
長
に
＞
蛭
探
偵
㊥
」
看
ず
中
毒
的

を
燈
し
、
訂
寸
土
諺
を
受
珪
し
た
篠
に
、
金
ヶ
崎
百
号
人
瑛
匿
）

内
l
こ
も
‥
街
頭
宣
伝
霧
動
を
お
ミ
た
っ
た
も
の
で
有
る

か
、
そ
の
際
に

誓
書
の
過
剖
棲
一
〇
偏
か
、
う
多
少
の
塩

亀
か
引
手
や
、
さ
招
、
モ
っ
か
当
裁
判
所
に
も
、
I
て
係
っ
子
中

で
す
否
。
今
回
の
一
排
一
今
許
す
細
分
は
、
金
ヶ
崎
宮
尾
紫
綬
の
街
頭

宣
伝
活
動
が
、
哲
子
浮
の
遇
却
替
p
備
さ
え
な
け
画
ば
、
五

両
軍
な
巧
で
庭
し
、
7
5
こ
と
を
立
、
証
し
う
う
こ
と
を
僻
申
、

転
属
啓
も
壷
高
窓
馬
偏
」
課
の
俵
節
付
を
か
く
÷
7
回
窮
で
な
寸
の

た
も
の
で
責
判
っ
て
d
。
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そ
の
こ
と
は
、
申
請
竜
壷
ま
で
の
過
程
に
あ
中
で
も
的
白

で
有
る
。

申
請
の
ん
や
醇
は
六
日
二
七
日
午
著
明
十
時
四
十
谷
∵
こ
十
、
両
で
〓

昌
が
、
申
立
人
が
i
申
裳
o
e
上
田
疎
、
初
に
西
成
①
為
せ
嵩
高
だ
の
は

止
別
垣
の
二
、
一
ハ
e
二
の
こ
と
で
あ
る
。

）
通
孫
俵
田
害
す
申
請
に
不
軌
当
所
た
申
立
人
が
西
成

移
る
、
富
者
イ
買
付
け
k
J
か
当
て

、
由
宇
掌
の
一
伯
リ
車
間
＝
た
こ
、
、
う

イ
買
付
け
よ
り
杉
も

諌
－
こ
㊦
さ
れ
、
菅
備
浪
士
リ
ー
、
雪
煙

諌
仁
連
絡
が
た
せ
面
た
。
今
鬼
、
つ
に
〝
穆
ぷ
田
を
食
付
け
垂

当
雇
は
申
立
人
に
嘘
を
教
え
た
の
で
承
る
。

学
の
た
強
二
道
埠
の
関
係
が
な
い
哲
6
偶
詠
去
来
⑫
菜

が
、
申
請
週
毎
に
介
ふ
†
3
こ
て
た
有
半
三
小
色
は
、



島
千
言
請
風
車
銑
叩
す
、
う
申
立
人
の
手
に
凄
言
こ
と
は
二
代
か
っ
を
仁
の

†
有
る
。
（
即
約
一
の
申
請
書
は
、
普
B
、
こ
、
焦
毛
足
を
遭
人
だ

あ
げ
く
脚
線
か
上
擦
青
沼
な
か
っ
た
の
で
、
減
速
①
着
よ
り

人
を
T
ら
竜
馬
君
と
提
出
し
た
も
生
で
有
る
o
誠
在
喜
成

四
書
で
佼
山
新
て
＝
ろ
も
の
と
、
許
可
、
－
証
の
楠
に
君
子
の

d
壁
＝
が
串
3
0
）

三
宅
8
ト
丁
赤
目
て
る
、
申
請
書
壷
富
者
、
調
整
二
二
拝
し
7

掌
る
偽
、
課
長
が
同
庫
も
、
〝
中
諾
時
闇
モ
キ
嬢
、
一
ハ
晦
ま
す
と

甘
よ
「
．
∵
あ
い
り
ん
段
辱
は
の
㌫
け
h
t
J
執
拗
と
吉
日
つ
の
リ

そ
う
し
た
け
中
居
重
き
理
で
三
、
五
は
∵
と
ま
で
三
〇
ぅ
た
り
で
岳
つ
る
。

中
巻
粥
と
一
小
計
両
石
申
立
人
広
言
十
十
ご
1
I
に
十
㌦
！
蔓
れ

十
」
塙
だ
の
で
有
子
が
、
遥
孫
友
過
去
を
調
や
て
却
き
て



学
の
官
七
へ
各
∵
仁
木
＼
I
て
り
申
請
害
毒
斬
蒔
杉
。
奮
害
王
へ

に
授
畝
し
た
竹
串
ば
な
、
う
な
浩
と
規
定
さ
れ
て
＝
る
の
す
岳
リ

￥
南
以
外
の
肴
累
で
許
す
毒
負
け
る
、
布
端
は
話
さ
れ
で
〕
な
＝
。

、
、
の
三
㌔
は
ー
中
上
諸
富
は
ぎ
の
話
す
、
不
詳
寸
に
か
か
山
㍗
ナ
ず
、

形
ま
か
れ
整
っ
て
当
る
限
り
単
純
薫
け
付
け
9
両
、
と
7
二
の

知
命
党
是
が
存
亡
璃
う
も
の
だ
、
と
∴
∵
つ
こ
と
か
前
箆
と

十
」
痢
て
口
舌
と
、
I
∵
ス
言
。
そ
、
つ
で
存
く
、
申
請
書
の
4
寅
連

が
偏
食
の
詑
垂
足
に
任
せ
ゞ
痢
言
て
†
巾
や
申
請
人
の
と
る

べ
き
ふ
瀬
上
済
長
春
は
ま
っ
だ
く
存
＝
こ
と
に
な
る
。

壱
戌
敬
も
電
蓄
・
管
の
傭
語
長
は
な
ぜ
、
希
え
て
＝
O
F
つ
な

不
当
な
行
毒
舌
と
っ
左
の
か
、
そ
南
は
本
項
冒
頭
で
の

十
二
に
と
＝
う
で
有
言
。

0イケ∋クコ

、
蜜
－
－
悪
霊



7

！

∵

－

＼

ま
た
、
か
が
3
位
′
笛
が
ゆ
え
に
、
五
月
∵
に
）
か
『
て
も
返
却
警
備

た
よ
る
・
あ
、
、
十
、
万
く
て
も
と
〓
滴
れ
か
引
き
あ
、
、
さ
函
た
の
で
索
う
。

著
大
、
紡
去
王
子
伝
の
哲
呈
景

野
塩
、
あ
い
り
ん
坊
働
公
共
罷
業
夢
建
前
は
、
そ
り
ゃ
霊
に

お
り
て
若
キ
ー
や
聴
音
勃
令
を
毒
し
て
U
言
と
∵
っ
も
の
の
、
と
く
の

主
事
停
学
霧
は
、
本
来
砲
車
が
な
す
べ
で
酵
素
約
年
で

伯
方
く
、
∂
尾
骨
働
嘉
蹄
老
給
付
金
の
支
給
で
有
る
。

＼
）
の
宮
尾
労
働
嘉
璃
老
給
付
金
は
、
雪
庭
井
働
、
殺
伐
捺

嬉
手
帳
－
こ
稗
史
の
扉
㊥
保
桧
帥
純
を
飾
付
寸
言
こ
と
だ

よ
り
支
玲
子
痢
て
い
3
（
ニ
ヶ
玲
闇
で
二
十
八
落
城
七
、
三
々
8
轡

か
う
支
l
幹
）
。

し
か
し
涼
か
三
選
去
I
こ
れ
当
て
は
廃
部
保
険
帥
鮒
の
掌
老

I
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闇
に
お
け
る
藍
屋
壷
T
が
伯
i
∴
榊
、
度
は
存
言
が
毒
御
着

の
密
輸
で
ま
た
〕
擁
能
硬
く
時
期
か
承
，
た
。

ー
履
｝
間
作
険
の
全
、
適
用
さ
行
孫
責
任
と
、
認
め
た
置
胸
壁

砲
車
は
信
玄
と
し
て
諌
骨
申
告
毒
舌
＼
認
め
、
読
替
申
告

皇
序
「
の
亨
誓
え
主
の
押
掛
を
も
っ
て
か
勧
両
端
の
扱
＼
I
も

過
去
†
教
伝
丁
筒
に
小
た
っ
て
お
、
、
な
っ
て
キ
＼
た
。

学
の
腹
紫
働
轟
か
、
う
窪
め
さ
重
た
申
告
書
e
t
も
こ
す

、
I
マ
・
融
や
：
府
雇
㈲
保
険
森
住
か
鮒
の
抜
穴
り
普
及

に
拗
ね
て
亨
、
た
よ
う
で
名
言
が
、
塀
在
l
二
重
C
て
モ
ー
育
み
萱
㊧

攻
に
は
な
っ
て
、
I
危
言
L
∴
庸
二
履
㊥
保
険
課
毎
年
も

電
％
営
々
の
見
通
し
も
砲
停
宅
な
∵
ヒ
〕
心
中
）
言
を

え
な
∵
埠
続
雪
雲
竺
立

oイケ∋クコ



か
か
る
津
熊
心
で
あ
3
1
。
も
が
か
中
う
ず
、
＼
玖
蛍
申
告
書
の

、
停
止
が
打
ち
粉
さ
れ
、
当
う
な
ぐ
∴
ば
、
今
ま
で
動
向
端
末

豊
を
務
台
年
功
っ
て
享
子
÷
多
く
の
…
ア
働
雇
も
㊨
－
尾
骨
働

」
雇
㊥
佗
験
勧
康
の
外
に
お
し
や
ぅ
う
で
：
し
て
ふ
て
卒

詐
洋
申
告
垂
ら
の
、
停
止
は
八
日
三
㊤
ナ
き
れ
÷
去
年
、
花
館

分
か
う
わ
銘
仙
廟
が
ゝ
認
め
う
函
後
日
と
市
子
C
f
n
か
、
う
ね
何
色

宰
悠
播
す
う
＼
」
と
か
で
キ
、
な
く
な
3
労
働
者
が
で
き
る

敬
停
擢
介
的
露
寸
で
高
言
＼
歌
紫
申
告
書
、
停
止
－
こ
反
対
す
る

連
動
は
、
多
く
の
紫
鶴
居
の
替
ス
陶
で
総
て
よ
り
、
馬
対
曙
浮
名
は

三
㊤
園
丁
千
三
高
名
以
上
善
雇
ネ
つ
7
＝
る
ぐ

扇
、
竺
若
者
逆
劫
、
労
働
霧
の
露
和
鞠
護
の
坦
勧
屯

十
鳥
∵
上
白
上
意
山
口
7
線
け
＼
う
高
た
け
れ
正
宏
、
ら
盲
“



着
て
、
よ
っ
て
諸
君
り
通
告
上
記
武
の
向
き
勘
涙
を
苦
め
言
た
め

本
管
環
を
上
皮
人
骨
竣
案
で
姉
㌔

）
、
誌
∴
馳
∴
　
」
オ
∴
史

合
冊
田
虫
争
論
に
訂
つ
て
達
也
す
、
㌔

蛇
希
五
七
耳
へ
．
只
－
二
〇
日

虻
　
′
蝋

土
該
的
す
裁
判
吋

＼
蕊
夕


